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残暑もやっとおさまり、秋らしくなってきました。さわやかな風に秋を感じます。季節の変わり目で体調

を崩しやすい時期でもあるので、手洗い・うがいや衣服の調整をして風邪予防をしましょう。9 月の救急の

日にちなんで、「けがをしないようにするためには…とけがの対処法について」お話しました。お部屋では

「走らない」、すり傷は「せっけんで洗う」、鼻血の時は「下を向く」とクイズにも答えてくれました。ま

た、夜早く寝ることや朝ごはんを食べることもけがの予防で大切な事とお話しました。10 月は「目を大切

にしよう」のお話をする予定です。近年、子どもの近視が年々増加していることが国の調査でわかってきま

した。（2022 年裸眼視力が 1.0 未満の小学生は 38％でした。）文部科学省では、こうした状況の背景に

は、デジタル端末の利用機会の増加があるのではないかと分析しています。また、屈折異常による弱視の発

見は、眼科検診を受けないと発見されにくいと言われています。乳幼児期から対策をとる事が大切だという

事を眼科医会からも啓発されています。歯の検診と同様、3 歳児健診や就学前の眼科検診をお勧めします。 

9 月に園で流行った病気 
発熱 ………… ９名 

    嘔吐  ……… ２名 

 手足口病 …… ８名 

 鼻水 ………  １名 

    下痢 ………  1 名 

10 月 

・テレビや絵本に近付いて見る 

・明るい戸外でまぶしがる 

・目を細めて見る 

・上目遣いに物を見る 

・目つきが悪い、目が寄っている 

・見る時に首を曲げたり、頭を傾けたりする

10 月 10 日は 

目の愛護デー 
子どもの目は毎日発達していて、両目の視力

機能は６歳頃にほぼ完成すると言われてい

ます。その後に視力が低下するのは、幼い頃

の姿勢や体の動かし方が関係しているそう

です。自然の中で十分に遊ばせ、外の景色を

たくさん見せることでお子さまの視力を育

てていきましょう。 

こんな見方は危険信号！ 

このような症状が見られると斜視や弱視の

可能性が考えられます。子どもは視力が悪い

ことを自覚できないため、上記のような症状

がないか普段から気にかけて見るようにし

てください。 

 

10 月のほけん行事 

２日(水)…3・4・５歳児 身体計測 

３日(木)…0・1・２歳児 身体計測 

17 日(木)…０歳児健康診断 
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